
１　事業の概要

２　今後の事業の方向性
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今後、事業をど
のようにしていき

たいか

課題等 今後の方向性

調査結果を踏まえ、今後の施設の安全確保につながる取組を検討
及び実施していく必要がある。

・調査・分析の結果を関係各所で共有するとともに、分析結果を踏ま
えた社会福祉施設それぞれの安全確保対策の立案支援を行う。
・上記、施設の調査及び結果集計・分析については、専門的な知識
とノウハウを有したシンクタンク等と協働して実施する。

主な取組

・県内の浸水想定区域に立地する社会福祉施設等にアンケート調査を実施し、施設のハード面の特徴や防災対策等の実態を調べ、結
果の集計・分析を通して施設別の特徴や安全対策の課題を把握した。
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達成状況
の分析

成果指標
及び目標値
の設定理由

1

事　業　名
R3

事業番号

総合的に展開
する重点政策

4-4 生命・生活リスクの軽減

【実施内容】

浸水想定区域内に立地する899施設の水害対策に係る実態調査

事業の現状・
目指す姿

（予算編成時）
及び実施内容

R3年度

目標値

0

3,972

R3年度

0

R2年度

0

0

No 成果指標
単
位

R1年度

05 01 03 事業改善シート （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

R3年度

R1年度

0

0

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし、―：数値なし ］

「逃げ遅れゼロ」に向けた災害対策事業
部局

3

健康福祉部 課・室

【現状】

台風等の大雨による河川の氾濫等により浸水が想定される浸水想定区域内に、899の社会福祉施設等が立地しており、それら施設の避
難体制や施設の整備状況等を把握し、施設の安全対策の立案が早急に求められている。

【目指す姿】

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

～ E-mail kenko-fukushi@pref.nagano.lg.jp

健康福祉政策課

実施期間

0

0.0

0

災害発生時、高齢者、障がい者等の要配慮者の「逃げ遅れゼロ」を目指す。
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事
業
コ
ス
ト

予
算
額

前年度繰越額

当初予算額

区分（単位：千円）

決算額（B）

3,972

3,972

3,963

1.0

0

0

0

0

0
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0

0.0

うち一般財源

職員数（人）

補正予算額

合計（A）

達成
状況
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推
移

推
移



05 01 03

細事業名

「逃げ遅れゼロ」に向けた災害対策事業

「逃げ遅れゼロ」に向けた災害対策事業 部局 健康福祉部

R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

3,963

千円千円千円

委託1
「逃げ遅れゼロ」に向けた災
害対策

浸水想定区域内の立地する899の社会福祉施設へ、施設別の特徴や安全対策の課
題を把握するため、アンケート調査及び結果の集計・分析等を行った。

事業番号 細事業一覧 （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 課・室 健康福祉政策課

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

1

細事業
No.


